
１．「取組指針」を適用して策定した（又は策定予定の）計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

男女共同参画
者会促進事業

（男女共同参画室）

女性が活躍で
きる企業応援事
業

（男女共同参画室）

女性のキャリア
アップ支援事業

（男女共同参画室）

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 第３次鹿児島県男女共同参画基本計画

②計画等の所管部署 県民生活局青少年男女共同参画課男女共同参画室

③策定・改定の別 改定

④策定・改定の時期 平成30年３月

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

企業トップ
等の意識改
革や職場風
土改革

企業実態調査で，女性の登用に消極的な
経営者が多かったことから，引き続き企業
経営者及び管理職の意識改革を図る必要
がある。また，審議会から，どのような企業
が女性活躍に関する取組を行っているか
について，一般にわかりやすいよう発信し
てほしいとの意見があったことから，引き続
き見える化に向けた取組を行う必要があ
る。

新規

企業トップ等への意識改革に向け
た取組として，フォーラムの開催や
経済団体等への女性活躍推進ア
ドバイザーの派遣，女性の活躍推
進に取り組む優良企業の知事表
彰等を行う。

男女共同参
画の普及・
啓発や学習
機会の提供

県民意識調査の結果，依然として男女の
地位の不平等感が根強いことから，さらな
る意識改革に向けた取組が必要である。ま
た，県議会，審議会等から性の多様性の
理解促進に向けた取組について意見が
あったことから，講座等を通して広く県民に
対し啓発を行う必要がある。

新規

男女共同参画に関する県民への
意識啓発や地域における男女共
同参画の推進役となる人材の育
成，地域推進員の活動支援に取り
組む。

女性の能力
発揮・経営
への参画及
び管理職等
への登用促
進

企業実態調査で，自分の能力への
自信のなさ等から管理職登用を希
望しない女性が多かったことから，
女性の意欲と能力の向上を図る必
要がある。

新規

女性ワーキングループによる意見
交換や，働く女性や学生向けの
キャリアデザインセミナーの開催
等，女性のエンパワメントに向けた
支援を行う。

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など



１．「取組指針」を適用して策定した（又は策定予定の）計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

「エネルギー
パークかごし
ま」推進事業

（エネルギー政策課）

水素・再生可能
エネルギー普
及啓発事業

（エネルギー政策課）

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

再生可能エ
ネルギーの
導入促進

再生可能エネルギー推進委員会
の協議を踏まえ平成30年３月に策
定した「再生可能エネルギー導入
ビジョン2018」の導入目標を達成す
るための施策が必要である。

見直し

・水素や再生可能エネルギーに関
するセミナーや親子工作教室の実
施
・再生可能エネルギーを電源とす
る街路灯の設置に要する経費の
助成（街路灯の設置に要する経費
の助成を拡充）

再生可能エ
ネルギーの
導入促進

再生可能エネルギー推進委員会
の協議を踏まえ平成30年３月に策
定した「再生可能エネルギー導入
ビジョン2018」の導入目標を達成す
るための施策が必要である。

新規

・安定的な発電が可能な小水力，
地熱，バイオマス発電等の導入に
係る調査，設備の設計への支援
・竹バイオマス，水素エネルギー
の可能性調査の実施　等

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

③策定・改定の別 策定

④策定・改定の時期 平成30年３月

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 再生可能エネルギー導入ビジョン2018

②計画等の所管部署 企画部エネルギー政策課

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など



１．「取組指針」を適用して策定した（又は策定予定の）計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

戦略的プロモー
ション展開事業

（かごしまＰＲ課）

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 新鹿児島ＰＲ戦略

②計画等の所管部署 ＰＲ・観光戦略部かごしまＰＲ課

③策定・改定の別 策定

④策定・改定の時期 平成29年12月

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

国内外にお
ける戦略的
なＰＲの展
開

これまでのＰＲの総括・分析等を踏
まえ，メディア目線を意識したＰＲを
展開するとともに，ＩＣＴ技術の最大
限の活用や海外を意識したＰＲ等
に重きを置くことが必要である。

新規

本県の認知度向上及びイメージ
アップを図るため，新たなＰＲ戦略
に基づき，国内外へ向けて効果的
な情報発信を積極的に実施する。

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など



１．「取組指針」を適用して策定した（又は策定予定の）計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

保険者機能強
化支援事業

（高齢者生き生き推進課）

介護職員人材
確保等対策事
業

（高齢者生き生き推進課）

認知症施策等
総合支援事業

（高齢者生き生き推進課）

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

認知症に対
する正しい
理解の普及

認知症高齢者等が今後更に増加
することが見込まれる中で，県民
一人ひとりが身近な問題である認
知症について正しく理解することや
認知症高齢者等にやさしい地域づ
くりを進める必要がある。

見直し

新たに「県民週間」を設け，県民の
認知症に対する正しい理解や認
知症高齢者等にやさしい地域づく
りに向けた気運の醸成を図る。

高齢者が健
やかで生き
がいを持て
る社会の形
成

介護人材の確保が困難な状況に
あって，より効果的な事業の実施
と，介護人材の安定的確保に向け
た施策等の展開が必要となってい
る。

見直し

介護人材の安定的な確保を図る
ため，事業所が負担する介護職員
の研修に要する経費等を助成す
るとともに，介護事業所における
キャリアパスの構築，介護事業所
内保育所の運営や介護ロボットの
導入等を支援する。（離島の介護
事業所に対する雇用管理全般に
関する講習等を新たに実施）

市町村の保
険者機能強
化に向けた
地域ケア会
議の推進

法改正により，市町村が行う自立
支援・重度化防止に向けた取り組
みを推進できるよう支援を行う必要
がある。

新規

市町村が行う自立支援・重度化防
止に向けた取組を促進するため
に，保険者機能を強化し，効果的
な地域ケア会議を実施できるよう
県アドバイザーを派遣するなど，
必要な支援を行う。

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

③策定・改定の別 策定

④策定・改定の時期 平成30年３月

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 高齢者保健福祉計画

②計画等の所管部署 保健福祉部介護福祉課
（平成30年４月以降　くらし保健福祉部高齢者生き生き推進課）

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など



１．「取組指針」を適用して策定した計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

かごしまの農林
水産物輸出促
進ビジョン推進
事業

（農政課）

目指せ世界ブラ
ンド！かごしま
有機抹茶生産
体制整備事業

（農産園芸課）

県産畜産物販
路拡大対策事
業

（畜産課）

「JGAP家畜・畜
産物」等推進事
業

（畜産課）

スマート農業推
進事業

（経営技術課）

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン

②計画等の所管部署
農政部 農政課，農産園芸課，畜産課
環境林務部 かごしま材振興課
商工労働水産部 水産振興課

③策定・改定の別 策定

④策定・改定の時期 平成30年３月

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，品目横断的な取組
を展開する。

新規
「県農林水産物輸出促進ビジョン」
に基づいた戦略的取組を展開す
る。

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，世界各国に輸出対
応可能な有機抹茶の生産等に向
けた取組を推進する。

見直し

世界各国に輸出対応可能な有機
抹茶の生産等に向けた有機栽培
茶園の拡大や有機てん茶の品質
向上などの取組を推進する。（有
機抹茶の生産等に向けた取組を
拡充）

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，「JGAP家畜・畜産
物」及び「GAP取得チャレンジシス
テム」の認証取得を推進する。

新規

「ＪＧＡＰ家畜・畜産物」や「ＧＡＰ取
得チャレンジシステム」の認証取
得等を推進するため，制度の普及
啓発やＪＧＡＰ指導員等の育成を
図る。

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，「鹿児島和牛」「か
ごしま黒豚」等の認知度向上や販
路拡大に向けた取組を支援する。

見直し

海外における「鹿児島和牛」，「か
ごしま黒豚」等の認知度向上と販
路拡大を図るため，展示会・商談
会への参加やＰＲ活動，販売指定
店制度の推進等の取組を支援す
る。(一部の取組を「かごしまの農
林水産物輸出促進ビジョン推進事
業」と連携して実施)

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，AI，IoTなどを活用
し，生産コストの引き下げや，高品
質生産を実現する産地づくり等を
進める。

新規

AI，IoTなどを活用した超省力・高
品質生産等を実現するスマート農
業を推進するための方針を策定す
るとともに，民間企業等と連携して
農業者に対するスマート農業技術
の普及を図る。

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など



食の安心・安全
確保対策事業

（食の安全推進課）

かごしま材輸出
拡大加速化事
業

（かごしま材振興課）

かごしまのさか
な海外市場拡
大事業

（水産振興課）

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，ＧＡＰ・ＡＳＣ等の認
証制度の取得を支援する。

見直し

「かごしまの農林水産物認証制
度」の普及・拡大に取り組むととも
に，国際水準ＧＡＰの普及に向け
て，農業者を対象とした認証取得
支援等を実施する。（事業内容
に，国際水準ＧＡＰの認証取得支
援を追加）

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，県産水産物の販売
促進活動を支援する。

見直し
水産物生産者等の海外における
展示会，商談会への参加支援等
を拡充し，輸出促進を図る。

県産農林水
産物の輸出
拡大

「県農林水産物輸出促進ビジョン」
の実現に向け，木材輸出に関する
戦略的取組を展開する。

新規
県産材の生産量の増大等に対応
するため，東アジア等へ向けた輸
出を拡大する。



１．「取組指針」を適用して策定した（又は策定予定の）計画等について

２　施策評価結果の予算への反映状況

事業名
（所管課(室)）

鹿児島県生活
排水処理施設
整備促進事業

（生活排水対策室）

※「区分」欄の説明
　【新　規】施策評価結果を踏まえ，新たに計上した事業（組替を含む）
　【見直し】施策評価結果を踏まえ，内容を見直した事業（見直しの程度は問わない）

汚水処理人
口普及率の
向上

平成28年度末の本県汚水処理人
口普及率は79.0％と前年度より1.3
ポイント増加し，全国平均（90.4％）
との差は年々縮まってきている。引
き続き，対象市町村への支援を継
続する。

見直し
汚水処理人口普及率の向上を目
的とした補助金の交付を実施。
（浄化槽事業の予算を縮小）

施策名

施策評価結果の内容 平成３０年度当初予算への反映状況

区分
（※）

事業の概要

③策定・改定の別 改定

④策定・改定の時期 平成31年３月

施策評価結果の平成３０年度当初予算への反映状況

①計画等の名称 生活排水処理施設整備構想

②計画等の所管部署 土木部都市計画課生活排水対策室

これまでの取組内容等の検証結果

や，それらを踏まえた今後の方針，

外部有識者会議の提言内容 など


